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【総会・研究発表講演会開催報告】 

２０２３年度総会・研究発表講演会開催報告 
                          2023 年度総会･研究発表講演会実行委員会 

                        柴﨑 年彦(都立産技高専) 

 

今年度の総会･研究発表講演会は東京都立産業技術

高等専門学校(産技高専)の品川ｷｬﾝﾊﾟｽ(品川CP)が会場校

となり､対面を主とし､ｵﾝﾗｲﾝを併用したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ開催となっ

た｡ 

 会場は､3 月 23 日に堤先生に下見をして頂き､ｸﾞﾙｰﾌﾟﾜ

ｰｸやｴﾝｼﾞｱﾘﾝｸﾞﾃﾞｻﾞｲﾝ利用を目的とした西棟5 階の PBL-

B 教室と決まった｡前日夕方､品川CP の情報ｼｽﾃﾑ工学ｺｰ

ｽの小早川先生と同ｺｰｽ3年の手伝い学生3名の協力で会

場準備を行い､17:00 からはｵﾝﾗｲﾝ配信をお願いしたｻﾚｼﾞ

ｵ高専の坂元先生と Zoom 接続の確認を行った｡その後､当

日ｵﾝﾗｲﾝで参加･発表される講演者の先生方全員とﾊﾟﾜｰﾎﾟ

ｲﾝﾄ等の原稿を投影してのｾｯﾃｨﾝｸﾞ作業を 1 時間程度行っ

て､接続状況や音量調整等の確認を終えた｡並行して､道案

内の立て看板を校舎の内外に設置し､お迎えできる準備を

整えた｡翌7 月8 日開催日当日は､8 時より受付開始した｡ｵ

ﾝﾗｲﾝ接続のｻﾎﾟー ﾄについては手伝い学生に手厚く対応し

て頂き､9 時過ぎに予定通り研究発表講演会がｽﾑｰｽﾞにｽﾀ

ｰﾄした｡ 

今回の発表数は､特別講演を除き 13 件と多く､総会を含

め 17 時過ぎまでと 1 日掛かりであった｡午前の技術文化史

のｾｯｼｮﾝでは､武長先生による戦前の台湾の水利事業にﾌ

ｫｰｶｽした｢八田ﾀﾞﾑの国際的ｱﾋﾟｰﾙ｣を皮切りに､堤先

生の｢官設鉄道京阪神間開業に至る動向と産業技術

史的意義｣､佐々木(堯)先生の｢石材用ﾁｷﾘ考Ⅱ-1-

日本の石材用ﾁｷﾘ(社寺･橋)を中心にして-｣､吉田

(勉)先生の｢明治海軍の発明家宮原二郎-国産ﾎﾞｲﾗ

ｰの発明-｣と 4 件の発表があり､いずれも会場でご講演

頂いた｡本ｾｯｼｮﾝの終了後､お昼までの 1 時間､日本ﾒｶﾆ

ｽﾞﾑｱｰﾂ研究会の佐々木(三)先生･山田先生の特別公

演『｢機巧｣の復元と展示』が行われた｡会場教室に展示

場所をｾｯﾃｨﾝｸﾞして頂き､｢二丁天符台時計｣､｢弓曳童子｣､

｢手回し文字書き人形｣など 7 点のｶﾗｸﾘの実演(写真 1)をし

て頂いた｡参加していた情報の学生もｱﾅﾛｸﾞの仕組みに興

味津々で､聴講者からの質問も多く､大変好評であった｡ 

午後の第1ｾｯｼｮﾝは､技術史･技術教育の分野で､5件の

発表が行われたが､全てｵﾝﾗｲﾝによる発表となった｡山舘

先生の｢ﾊﾝﾆﾊﾞﾙ像の変遷-明治後期その三-｣､南先

生の｢加古川舟運における高砂湊の発展史-町づくり

と川浚い-｣､吉田(喜)会長の｢ｱﾅﾛｸﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀの時代｣

の後､丸山先生･中條先生の｢私設気象観測所と大

学研究室の研究ﾃﾞｰﾀを活用した工学教育(第 2 報)-

自然ｴﾈﾙｷﾞｰ計測ﾃﾞｰﾀと設備構成を電気系､機械系

の授業に活用して-｣と続けて発表頂き､最後に白井

先生･ｹｻﾞﾝ氏･倉田先生･石田先生の｢ﾌﾞー ﾀﾝの技術教育

の変遷と課題｣(8 報)-ﾌﾞー ﾀﾝの 20 年にわたる技術支

援の視点からみた､技術開発を阻む要因(その 2)-｣を

発表頂いた｡前日の練習準備もあり､遠隔でも滞りなく

質疑が行われた(写真 2)｡ 

午後の第 2 ｾｯｼｮﾝは､技術史･工業教育の分野で､

岡崎先生･張先生･中林先生の｢ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ自動車

(HEV)の技術史とその性能･特徴について-主としてﾄ

ﾗｯｸ向けﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞを題材にして-｣､鳥谷先生の｢明治

10∼20 年代前半における絲原家の動向(第 1 報)-｢農

事日記｣(絲原家文書)から見える日々の動き-｣､牛山

先生･飯野先生の｢戦時下の風力発電について｣､平

野先生･喜瀬先生･関口先生･奥坂先生の｢機械製図

の文化の変革に関する研究-第 24 報表面性状の変

遷と現状について-｣の 4 件であり､会場でご講演頂い

た｡この後､総会と表彰式等が行われ､無事に閉会と

なった｡ 

 午前､午後と特別講演を挟み､いずれもｵﾝﾗｲﾝを

活用したﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ開催であったが､お手伝い頂いた

小早川先生と情報の学生に､その場その場でご対応

頂き､円滑な運営が出来た｡ここに謹んで御礼を申し

上げ､2023 年度の開催報告としたい｡ 

写真1 ｶﾗｸﾘ実演の様子     写真2 ｵﾝﾗｲﾝ講演の様子 


